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◎デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

31 民 数 記 ３５ ヨハネ１９ １ヨハネ２:７ ～１１
１ ３６ ２０ 愛 Ⅱヨハネ ４ ～８
２ 申命記 １ ２１ １ｺﾘﾝﾄ１３:１ ～１３
３ ２ 使徒 １ の ヨハネ１３:３４～３５
４ ３ ２ ヨハネ１５:１２～１７
５ ４ ３ 掟 マタイ ５:４３～４８
６ ５ ４ ローマ１３:８ ～１０
７ ６ ローマ ８:１８～２５５

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
誕 生 日(５日 廣田 勇士 兄）
受洗記念日(２日 小松 一代 姉

５日 高木 喜美子 姉）
６日 郡 敏子 姉

① 来年11月に創立40年を迎える姫路あけぼの教会に祝福を。
② 教会員ひとり一人の健康が守られ、歩みの上に祝福を。
③ 廣田 正義 兄 の霊肉の健康の上に祝福を。
④ 飯田馬場町教会（代務者：丸大 勝師）の上に祝福を。

１ 明日から９月ですが、まだまだ残暑酷しい日が続いてい
ます。お互いを思いやって祈り合いましょう！

２ 夏期感謝献金を礼拝献金と共に献げましょう(会計より）。
３ ①｢活水の群｣６教会信徒親睦会 9月23日(火)午前10時

会費:2,000円(一部教会から援助） 会場:姫路福音教会
②播州地区中ブロック集会 9月28日(日)午後2時 会場:

姫路和光教会 祈り、参加しましょう。
４ 新会堂建築献金 更に祈り続けましょう。

牧会短針 先週久しぶりに朝祷会に出席することが出来、感
謝でした。毎回出席したいと願いながら、様々な事情で妨げ
られ、なかなか出席出来ませんでした。祷友の方々の祈りを
感じ、感謝したことです。来月10日(水)は小生の奉仕の番で
す。お祈り下さい。尚、７月上旬に疲労により発熱して以来
(今は正常です)、色々の病院で受診の予約をしていたにも関
わらず、受診を忘れて失礼が重なり、申し訳なく思っていま
す。今でも物忘れもするし、トンチンカンなこともあります。

そのような状況の中で「いつも目を覚まして祈り」神様の
導きに従って歩み、多くの方々の助けを戴きながら与えられ
た使命を全うしたいと願っております。続いてお祈り下さい。
今週の牧師の予定 ４日 ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌｸｲｰﾝｽﾞ塩屋｢ナルドの集い」

◎先週の報告 礼拝８名,交わりの時８名,子ども教会２+５名
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◎今週の御言葉 「主にある家族」（創世記24章62節～67節、
コロサイ人への手紙３章18節～４章１節）「イサクは、その
母サラの天幕にリベカを連れて行き、リベカをめとり、彼女
は彼の妻となった。彼は彼女を愛した。イサクは、母のなき
あと、慰めを得た。」(24:67)「何をするにも、人に対してで
はなく、主に対してするように、心から行いなさい。」(3:23)

◎キリスト教会では一人ひとりのことを互いに「○○兄弟」
「○○姉妹」と呼んでいます。その家族関係とは？

◎「あなたの父と母とを敬え」（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ20:12)、この十
戒の第五戒は、神様の関係と人間関係を結ぶ要です。パウロ
は「子たちよ。主にあって両親に従いなさい。」（エペソ6:1-
2)と語り、イエス・キリストにある人間の関係を明記してい
ます。それは５章の「夫と妻」、６章の「主従関係」にも影
響を及ぼすのです（コロサイ人への手紙にも同じ勧め）。

◎創世記で24章ではイサクとリベカとの出会いが記されて
います。神様の摂理により出会わされ、一つの家庭が誕生し
たのです。真実な家族関係は神様の摂理を認めることによる。

◎コロサイ人への手紙を通して、キリスト者は｢バプテス
マによってキリストとともに葬られ、またキリストを死者の
中からよみがえらせた神の力を信じる信仰によって、キリス
トとともによみがえらされたのです。」(2:12､ロマ6:8～10)。
また｢あなたがたは、古い人をその行ないといっしょに脱ぎ
捨てて、新しい人を着たのです。新しい人は、造り主のかた
ちに似せられてますます新しくされ、真の知識に至るので
す｡｣(9,10)。更に｢神に選ばれた者、聖なる、愛されている
者｣(12)なのです。ですから｢上にあるものを求めなさい。地
上のものを思わず、天にあるものを思いなさい｡｣(3:1,2)｡ま
た｢あなたがたは深い同情心、慈愛、謙遜、柔和、寛容を身
に着けなさい。」「互いに赦し合いなさい。」「愛を着けなさい。」
｢キリストの平和があなたがたの心を支配するようにしなさ
い。」「感謝の心を持つ人になりなさい｡｣｢キリストのことば
を､あなたがたのうちに豊かに住まわせ｣なさい、と勧め(12
～16)、最後に｢すべて主イエスの名によってなし、主によっ
て父なる神に感謝しなさい｡｣(17)と締めくくっているので
す。18節以下を見ますと人間関係の鍵となる言葉は「主にあ
る｣事であり､｢主を恐れる｣事であり､｢主に対してする｣事に
あることを覚えたいものです(18,22,23)。このことにより｢人
間関係｣の源である｢夫と妻｣｢親と子｣｢主人と奴隷｣等のお互
いの関係が深められていくのです。すべてのことが「キリス
トに仕えている｣事であり､｢主から報いとして､御国を相続さ
せていただく｣のです｡まず神様と和解し､豊かな愛に生きよ。


